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分野 通常炉の廃止措置

タイトル 米国通常炉廃止措置の経験＜先行炉の経験と教訓を学ぶ＞

前書き メインヤンキー（PWR　86万kw）の廃止措置プロジェクトは、多くの分野で新境地を開拓し、その革新性と卓越性が国際的に

評価されていru。プロジェクトの全貌と今後に生かすべき教訓を整理した。

調査文献 EPRI メインヤンキー廃止措置の経験報告書　詳細な経験 1997-2004

Maine Yankee Decommissioning Experience Report  Detailed Experiences 1997 - 2004

調査文献の概要 　米国では、1990年代に複数の原子力発電所の廃止措置を開始し、2000年台初めには多くが完了している一方で、次の廃止措

置に移行するまでに空白期間があったため、廃止措置の教訓と推奨事項を報告書としてまとめる機運があった。本報告書は、

2004年に第1弾としてメインヤンキーの経験をまとめたものである。

　報告書は、発電所の関係者のインタビューを主要な情報源としており、計画書、スケジュールといった「ハード」領域の情報

とともに、規制側との対話、アプローチ方法といった「ソフト」領域の情報収集も行ってる。具体的には、シャットダウン前か

ら、サイト閉鎖までの作業を時系列で7章に分け、各項目ごとに廃止措置の経験から得られた教訓と次世代への推奨事項を整理

している。
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研究会の考察 　本報告書で記載されている教訓に対して、日本国内の通常炉の廃止措置に活かすべき教訓を分野ごとに抽出した。抽出結果を

以下に示す。


